
鵜の 閉 鎖群育種陀二 よ る 後代調査  

（Ⅶ）自レグd系統（旧名称B系統）について  

名倉清一・斉藤季彦・永田信一  

1． はじめに  

当場魔鶏ほ昭和58年まで自レクA，B，C，Dの4系統、ロードK．Pの2系統、銭斑ロ   

ック、ニューハンプシャー、ホワイトロっク穂各1系統をもち、自レ外は相反反摩選抜育健かこ   

もとづいて改良宵慮を進め．その他の品種は系統索殖により改良を進めてきたが、外幽頚の虐   

出lこ対処するため、昭和58年国において全由都道府県養親娼係施設の毯鵜（白レグ）から優   

良家系を抽出し、幽および地力を通じての垣内鶏の綜合育種計画が立てられた∩  

当場自レグd系統エ5T－7家系も卵叙系の優良家系として選定されたので昭和59年度よ   

り墟鶏の品種および系統の整理を行ないd系統「5S・r－7豪系）の増飼を計るとともに、昭  

和A D年度米由B rander農場より自レグの卵蚕糸統を輸入しBr系統として育療を始めた。  

乗用ぬまロードP系統のみとし昭和58年度より閉鎖群として増飼を周り改良を進めている。  

当場基礎系統は上記5系統に整理して、それぞれの系統の特徴を明らかにし、その性能の向  

上を図りつつ実用偽造成のための組合せ検定に供用している。  

この5系統の肯種成穎匿ついてほ、昭和41年度、昭和44年度、白レクd系統、昭和A2   

年度、昭和d5年慶ロードP系統、昭和45年度、昭和A d年度自レクBr系統についてそれ  

ぞれ報告したので、本年度はd系統のその後の背痛成績について報告する。  

2．d系統の育種経過  

昭和24年厳東京都下北多隆地腹の養鶏場で比較的良い成績をあげている鶏は、中央家島研  

究所の廃止前竣同所より践り受けた系統が多いように見受けられ、同所の系統について北多摩   

都の主な痘絵場の系統調優によって、2D O－1家系が特に成れていることがわかったので、  

その後代である‘r7d5鶏／雌）を譲り受け（坂本種油場）戚桐12d年よりl司系の検定出品鶏   

を利用して後代を採取して系統として造成した。   

昭和52年力ゝら場の改良育種計画が相反反覆選抜法曹こ準じた方法で進められることになり、   

相性調査の結果d弟はA系と相対する系統として選定し、昭和57年まで相反反饉選抜法によ  

り改良育種を虐めた。   

昭和58年d系の55r－7家系が幽において優良家系、卵奴糸として抽出されたので伺年  
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より55T＿7家系を中心かこ閉鎖群として改良育種することとなった。昭和58年痛から昭和   

A5年窮までの成績概要は弱1表のとおりである。  

鶴1表  昭和58年鶉から昭和A5年条の綜合成績  

年  父    短期成績（初産から100E】間）      10ケ月令  10ケ月令  周 年 戚．   

鹿  羽 敵  羽 紅  開始 羽黒（  終了 羽叡  終了率  産卵率   

初産  

58  2  11  A5  4A  9ヱ8  74．A  175  19d5  55．1  4A  59  88．d   

59  皿  d8  58［）  575  98フ  7乙る  198  17d8  55．7  1占5  1占ロ  98．2   

40  皿  5占  2dd 551  262 5d7  992  85．5  1d8 172  ∴1  5ム7  157  124  90．5  41  1D  92    98．9  771    54・8  108  101 95．5   
42  12  74  187  171  91．d  dd．7  17t～  1755  55．7  9d  89  94．7   

45  10  55  224  220  98．2  75．2  182  1885  54－1  1AA  157  95．1   日令  体 重  河 東  牌姶 …歪父  終了 羽∃銀  終了率  
5．成頗概要   

（1I昭和A4年鶏について  

相和44年鶏の採取にあたっては、昭和45年癌と同様、近親の上昇を出来るだけさける  

よう㌢こ配慮して採取した雄を供用し雌はA2年鶏の周年検定終了鵜89羽よりd2羽を選抜  

し、41年鶏11羽の計55羽を交配し、子雌を採叔した∩ その成績i土癌2蓑に示すとおり   

で、短期成績の産卵率7d．9％と41年鶏と同程度であるが、短期検定終了率は42年幾と  

同棲魔の91．5％であった、周年成績ほ終了鶏平均1羽当り2A2ケでやゝ劣った。  

ポ2衷  昭和4d年鶏父癌別成績  

1  

父 番 号   母羽叡  芸苛 男慧l慧孟一軒率   産卵 個奴   

45T－5  
A5T－11  

1887 177［）  

d5T－2A 45T－9 45′Ⅰし・・25  

197占  

45T－29  
A5T－21  

45T－占 45T－2   

9羽  55羽  255  215  91▼5i7甜l185  1Bd5  55．1  1A8  151】88・5  242  



（21昭仰A5年鶏について  

昭和45年頃から東京都下にもマレゥク氏病が発生し、昭和44年には相当の被害が出て  

いることが判明した。当場育成びなにも昭和A4年育成のもの曹こマレック氏病らしきものの条  

件を若干みナニ。  

昭和A5年鶏の採収にあたっては、昭利d4年鶏と同様出来るだけ近交をさける交配とし、   

塊雄は虜1L留に示す昭和d A年鶏1口羽を供用し．種雌は昭和45年鶏の同年検定終了洩   

157羽から10口羽を選抜供用し、そのうち59羽から後代な採取した。飼付羽蘭批い1ゴ述  

のように都下養鶏場のマレック氏柄の発生状況や、昭和A4年鶏の当場の育成状況などを勘   

重して本年度はある程度発生するであろうことを予想して虜5表に示すように通常の餌付羽  

紋の5割程度多い雄117羽雌595羽を餌付した。マレサク氏病または疑しきものを淘汰  

した家系別成績および場候補採取の状況は亜5表のとおりである。場険補として礫鶏に使用  

するものほマレヅク氏病が発生した全兄弟鶏をさけて採取した。その発生率が少くAランク  

としたものは44T－7，d4T－25，4dT－27の5家系で、次にd4T－d，44  

T－2d，d9T－1d8（トを8ラン′クとした（弟1図参照）。なお子雌の採取はこのd羽  

に限定して行った。  

産卵成痕は虜4褒のとおりで、短期検定の終了率は9d．9％を示し、育成中にマレヅク氏   

病又は疾しいヰ）のを淘汰した関係か昭州d4年鶏より優れた成績を示した。産卵率は占4．4   

％と昭和A d年鶏より10％以上低下したが、これⅠま場候補採取の選抜をマレヮク氏病が発   

生した全兄弟鶏をさけることを重点とし、産卵成き熟まあまり考厳に入れない選抜を行った朋   

係と思われる。周年成熟ま短期検定終了鵜127羽から8ム羽を選定して行ったので平均産  

卵奴ほ255ケと昭和44年鶏よりすぐれた成績を得た。  

崩さ老  父鶏別、子雑の餌付羽叙、l＼4D発生率場候補採取寧  

dAT－10  

4dT」25  
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適d義  昭弔］45年鶏父親別成績  

1  

父 番 号  母羽荻  些琴上里星与ヱ1」リ旦甲）  庇駅（初産より5占5日間）    1終了率鯛 
衰恵            終了 羽敬  票慧㌻翳孟†冨若体 孟こ忘  

44T－ 7  5  ㍗巨2095．2d〔  4dT」・d  A  17 171□0，055，517B 1728   5＆7  14   12  弓う．7  
＝い11ロ0・0占8           占9T－1d8d  d  

4dT－22  占   

44T－25  d  1D lO100▲ロ ム0・2190  178口  5スA  7ス8  258   

d4T－2占  5  1Ar15 92・9 74・5205   99いoD．町75．2リ85     ‖         dATJlO  5  l●  ●      ；  1△95  5王．7                          A4r－25  5  25  2J1 9占．Odフ2197  177Jl  52．5  12  皿  91．d  271  A4T－27  J  占dlOO■05鼠02051958   597  2  2  1DD．0  2ロ9          1859  5ろ．5  10  7  70．0  2d2  44T－28  d  7 7吊00 d㌢7＝791742   5占．d  ロ  7  1（］0．0  278  1D羽  48羽  151127  9d．9 d4．4 191          8鼠5  25さ   
ほ】昭和4d年鶏について  

昭和Aム年数工場和A5年マレ・yク氏病発生調査によってその発生率が少く、Aおよぴ8  

にランクされたもので生存していた4A T一る，d A′r－7，44T－25，d4T－2d  

のA稜雄と44■r127，4dT－25，d4T－2d，4d■r－7の子雌r瘍1図参照）   

11羽を供用した。種雌は昭和44年周年検定終了鴎151羽から1D5羽を供用した。  

交配にあたっては、昭和A5年虎雄の採取の父鶏を上述のd羽にしぼったので本年度は供  

用堆を15羽曹こ増し、1雄当りの種雌の交蛇羽薮を少くし特に強度の近親交配とならないよ  

う自己慮した。  

その或執工房5表に示すとおりで、短朋検定の終了率は95．d％で昭和dd年鷲よりすぐ  

れ昭和45年鶏とほとんど同程度であった。産卵率は7ヱ5％で昭和A5年鶏より10％以  

上すぐれ昭欄144年鶏と同塵嵯に向上した。10ケ月食卵竜†155．7タで昭和A A年鶏、昭  

和45年鳶より若干大きく耽った。10ケ月令体電は18Dlダで昭和45年鶴とl司程度で  

あった。周年成績は短期検定終了鶏109羽から78羽を選定し実施したその平均は242  

ケで昭和d5年鶏より劣ったが一昭和d4年鶏と同程度の胱癖を示した。  

－7d－   



虜5表  昭和4d年鶏父鶏別成顔  

父 番 号     1ロケ月令i周年威緻（初産より5d   5〔】）   丹羽叙≧開始終了  ほ］動羽薮  終了訂左肩雷書体 電  卵 竜弓買慧琶孟  終了革  ‖ ど産卵 個叡 ロ   

4AT－25   1DO・0る8・5i195 17る9  10〔】．0 ＝川．0  
A5T－2d  

州‡享  

45T－1d  O71・1201L17dd   55．7 7  

45T」 8  

45T－17  0 三7乙818d 1975   占＝】 5！ 
45T－22  0け0．0；20う  2D占d   5d．7 
45T－1A  

ddf、－ 6   2  

羽 
45T－1 ‾‘ 

25≡5   

勘昭和47年鶉について  

昭ノ印A7年鶏は魂1周虹示す昭和d d年鶏踵堆7羽を供用し、饉姫i土昭和A5年鶏の周年  

検定終了鶉77羽から71羽を供用した。交配は強度の近交をさけ踵雌71羽のうち51羽  

から子離を採取実施中である。  

4．d系を供用して実用鶏造成のための組合せ検定の成績   

幽魔の実相鶏を造成するために優良家系の組合せ検定を昭聞川〔年度より実施しているが＿   

そのうちからd系を供潤した昭和d4年度以降の組合せを抽出すれは遜る表のとおりである。  

この組合せ叡は昭和d4年度2元5；組合せ、5元2組合せ、4元5組合せ、昭和45年度2  

元5袈1合せ、5元1組合せ、d元9組合せ、昭和A d年度2元1組合せ、d元A組合せの計  

2d風合せである。組合せテストも年々A元主体となり昭和45年鮭d系な供関してのA元組  

合せIl最も多かったが同年は育成申にフレック氏病の発生があり育成率は低下した。  

東占蓑備考欄の◎0印ほ優良組合せ、準度良組合せで現時点では都下採卵盛砲場監配付する  

院禰組合せFこなり得るものと思われる。  
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崩6表  d系を供用して実用鶏造成のための組合せ検定の成績  

年   交 配 様 式   
堅  50％  産卵率  ＝］1軍  10ケ月ふ  ＝け月令  成   

熟  飼   料   
餞  考   

庇   推  雌   串  豪州］令  へン丁イ  席卵最卵   瓜   体  凧  生  環来車   
山形a  x 東灘d   9占   1占9   75   dlil 1 58 21うD  2．dl  
湛島j  x 劇頂d   9t）   159   dl  21ム5  u   7d   5．58  
貯炭8r  95   15る   2－78  

dd  x（刈貫d・虞京Br〕  9占   

x 媒京d  

1占d   ‘」  ；：；；：： ト用ぃ・9d  

夏祭Br  〉【（瓜囲i・東京d）  9d   lる8   SB   55．1   59 ≡   2”0【90 L さ・25  
〔栃木M・栃木A）べ（欄呵i・斬d）  97   15d   75   5鼠1  55  

（栃木A・東京8r）×（椙間i・栗東d）   95   1丘A   占5   55．7   

（東京P・文京d）×（栃木A・賄Br）  90   157   ム8   58．d   59   

岩手A55－d  x 二緊 京 d   85   1d5   70   さ71   

福岡i  57   171   7－l   d8」   5d   1982852◆ム0  ）く 東 京 d  

x（東京Br・爽覇d）  57   1占5   7ム   Alt】   56  1  

（同   上  ）x（絵島珂e，・東頂d）  占占   17ロ   

（同   上  ）x（相同i・鮒d）   9さ   1d2   d8  57J   57   19Aム  87  

A5  

福岡N  

（褐岡N・兼職Br）x（福岡i・朗d）  る5   

（埼玉G・東京8r）汀（山形Y，．・薫別）  85   175   

占d  5dS  58            57  

7A  ▲〔．5  59   二；三；；ニ  

（同   上）  ×（福岡＝・英訳d）  8A   1る8   ム‘   55，7   57   20D2  d9】ま12  

（偏阿i・東京d）米（瀾司N・斯Br）  8」i   

（ 同   上）x（埼玉A・斯Br）  10【】   158   7d   
▲1．8  S8   

さ賃515ム  185占   922．dO  
j箕 京 d  x 瓜 扇 P   

（枢岡村・東京8r）×（∬京P・郡d）  95   

71   

155   75  さ5．2  59   25488う2・占5  
（偏岡N・岩手R）×（柘押＝・東京d）  91   170   71   40．8】59  1899  7さ  2．5D   ○  
（東京Br・岩手R）×（岡i・戯d）  9D   171   占8   58．1  58   1999  92  L 2dl   ○  

A‘                                            （同  上  ）x（山形Y，．・東京d）  91   177   ‘7   597   dl   20dl  8▲   2ノd5   〔）  

東 京 d  

（栃木M・見所Br）x（東京d・東京P）   

）（東 京 P   9▲   lS8   72   dl□   59   22‘8  8d  2．5‘  ◎  

5．要  約   

当場d和ま都下北多摩地底に所在した元中央家禽研究所が廃止前後に北多摩地区の毯鶏場が   

謳り受けたものを当機が昭和2占年譲り受け、昭和52年まで系統として造成し、昭和55年  

から昭和57年まで相反反鰻選抜法に準じて改良な進め、昭和58年から55T－7家系を中   

心として閉鎖群として改良を虐めてきたもので昭和d5年までの経過、成績についてはさきに   

報告r昭和Al年鑑、昭和A4年鹿武威研究戒告）したとおりである。今軌ょそれ以後の戚戒  

について述べたがその底意を要約すれば弟7表のとおりである。  

昭和44年鵜育成申に若干マレツタ氏病の発生なみたので、昭和A5年鵜の映捕虜採傲は育  

成申にマレヅク氏病の発生した兄弟癌を出来るだけさけることを重点にして採取した槻係で＿  

崩7東に示すとおり昭．細45年鵜の短捌検定終了轟は、向上し産卵率ほ低下した。  

－77－・   



巣7義  昭和A4年鶏から昭神A d年鶏の綜合成蹟  

羽  羽  
初産  魔   故   

4d   9    255  215  91．5  7占．9   185   

A5妻  10    151  127  9d．9  dd．4    4d】  15  ■55  114  109  95．d  775   
191   

≠年   】父    母  政  短期成績【初産から10DE】間     開始 羽奴    終了率  産卵率   日貨                                                191  8間 

）  10ケ月  1〔】ケ月  初産 日令   墓  令卵竜  185  18d5  55．1    18D2  54．8  191  i宕i丁  55．7  I  1〔】ケ月 令卵竜 55．1  
開始  終了   産卵洞叡  
終了軍      羽姦文  羽 敵   rl耳評均）  

1A8  151  88．5  2A2  

54．8   8占   77  8只5   255  

78  d7  85．9l242  

昭和4d年鴇は昭和45年度調査したマレ・yグ氏病の発生率が少い家系からの磯雄を供増し・  

供用雄の羽欽も15羽に増し慮陛の近親交配をさける交配を行い子雌を採取した蛸係か短期検   

定産卵率ほ昭和A4年鶏と何程腫に向上した。周年成頼について11昭和44年、d5年、一4d   

年鶏の周年検定終了鶉の産卵故について統計処理の結果は有意差は認められず、産卵タイプも  

殆ど変りなく、系統として成立してからの世代からみても表遡能力ほプラトーに達しているの   

ではないかと推察される。  

なおd系を供用しての実用鶏造成のための組合せ検定の成鰍、ら、卯重系では福岡N，東京  

Br，栃木1d，岩手R、卵叡系では福岡i，山形aなどと相性がよい結果を得ており、これら  

の系統との4元組合せが比較的よい成績を示している。   

当d系統は卵紋系統としての特徴を明らかIこするよう育種を進めてきた。しかし上述のよう  

に系統成立後20世代以上経過しており表型能力もプラトーに達したのでl土ないかと推察され   

るので今後なおこの特徴の向上を計ることは鶏群の大きさなどから困煉性が感念されるが．特  

性を失わないように維持しながら、卵質の向上Iこ努刀し、実用鶏造成の基礎系統として供用し  

ていく方針である。   

大方の御批判と御指導をお願い・rる次弟である。  
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